
　
　
　
修
士
論
文
要
旨
（
平
成
三
十
年
度
）

　　

平
成
三
十
年
度
に
提
出
さ
れ
た
修
士
論
文
は
、
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
一
編
、
同
研
究
科
文
化
財
史
料
学
専
攻
十
八
編
、
同
研
究
科
地
理
学
専
攻
二
編
、
社
会
学
研
究

科
社
会
学
専
攻
（
臨
床
心
理
学
コ
ー
ス
）
六
編
の
、
合
わ
せ
て
二
十
七
編
で
あ
る
。

　

各
論
文
の
要
旨
を
次
に
掲
載
す
る
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本
論
文
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
作
品
に
み
ら
れ
る
食
の
描
写
を
取
り
上
げ
て
考
察

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

谷
崎
作
品
を
特
に
食
に
こ
だ
わ
っ
て
考
察
し
た
の
は
、
彼
が
「
僕
は
少
く
と
も

三
日
に
一
遍
は
美
食
を
し
な
い
と
、
と
て
も
仕
事
が
手
に
つ
か
な
い
。
美
食
は
僕

の
日
常
生
活
に
必
須
條
件
と
な
つ
て
ゐ
る
の
だ
」（「
上
方
の
食
ひ
物
」
大
正
十
三

年
八
月
『
文
芸
春
秋
』）
と
、
述
べ
る
ほ
ど
食
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
を
も
っ
て
い

た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
食
に
対
す
る
関
心
は
晩
年
に
至
る
ま
で
徹
底
し
て

い
る
。
し
か
し
先
行
研
究
で
は
、
谷
崎
と
食
へ
の
関
係
は
一
部
の
作
品
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
の
全
作
品
を
通
時
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
は
見
当

た
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、『
谷
崎
潤
一
郎
全
集
』
一
巻
～
二
十
六
巻
（
昭

和
五
十
六
年
五
月
～
昭
和
五
十
八
年
十
月
、
中
央
公
論
社
）
掲
載
の
作
品
の
う
ち
、

谷
崎
の
初
期
作
品
か
ら
関
西
移
住
後
ま
で
に
書
か
れ
た
作
品
を
対
象
に
食
の
表
現

の
分
析
を
試
み
た
。
ま
た
そ
の
際
、
特
に
食
の
表
現
に
か
か
わ
る
各
作
品
の
時
代

背
景
や
影
響
関
係
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

第
一
章
「
初
期
作
品
」
で
は
初
期
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
。
こ
の
時
期
の
食
を

め
ぐ
る
特
徴
は
以
下
の
四
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　

①
よ
く
食
べ
る
女
性
が
頻
出

　
　

②
炊
事
（
調
理
）
を
し
な
い
〈
母
親
／
女
性
〉
と
、
調
理
を
行
う
〈
父
親
／

男
性
〉

　
　

③
食
欲
と
、
性
欲
の
描
写
の
一
体
化

　
　

④
味
覚
や
食
材
よ
り
、
食
欲
を
満
た
す
こ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
を
優
先

　

こ
れ
ら
の
傾
向
か
ら
は
、
ま
ず
、
多
食
の
女
と
い
う
表
現
が
性
に
奔
放
で
あ
る

こ
と
や
、
本
能
の
ま
ま
に
食
欲
や
性
欲
を
む
さ
ぼ
る
描
写
が
性
へ
の
目
覚
め
を
描

く
際
に
多
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
食
と
性
に
共
通
す
る
感
覚
と
し
て
触

覚
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
食
べ
る
こ
と
自
体
が
女
性
の
体
を
触
る
こ

と
と
同
等
の
意
味
を
も
つ
と
言
え
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
炊
事
を

し
な
い
母
と
い
っ
た
、
旧
来
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
と
逸
脱
す
る
女
性
表
象
と
、
食

を
め
ぐ
る
表
現
が
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
来
た
。

　

第
二
章
「
支
那
趣
味
に
つ
い
て
」
で
は
、
第
一
章
と
同
じ
時
代
区
分
の
作
品
の

　
　
　
　
谷
崎
潤
一
郎
に
お
け
る
〈
食
〉
の
表
現

　 

　

 

西
＊

　
　
　
　
　

ゆ 

う 

み　
　
　
　

平成30年度 ＊文学研究科国文学専攻

西：谷崎潤一郎における〈食〉の表現
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中
か
ら
特
に
支
那
趣
味
、
支
那
料
理
に
関
す
る
作
品
を
取
り
上
げ
た
。
特
に
こ
れ

ら
の
作
品
か
ら
は
、
現
実
に
存
在
す
る
料
理
よ
り
も
、
谷
崎
自
身
が
想
像
し
た
料

理
の
描
写
が
多
数
見
受
け
ら
れ
、
支
那
料
理
の
き
ら
び
や
か
さ
や
素
材
や
味
に
つ

い
て
の
描
写
が
細
や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
谷
崎
の
支
那
料
理
の
表

現
が
、
味
覚
や
現
実
性
よ
り
も
、
中
国
に
対
す
る
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
さ
や
不
可
思
議

さ
を
強
調
す
る
た
め
に
存
在
す
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。

　

第
三
章
「
関
西
移
住
後
」
で
は
、
関
東
大
震
災
後
に
谷
崎
が
関
西
に
移
住
し
た

後
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
。
特
に
こ
の
時
期
は
、
日
本
料
理
、
関
西
の
食
文
化
に

関
す
る
描
写
が
増
え
始
め
、
関
西
と
関
東
の
食
文
化
の
比
較
や
関
西
の
食
文
化
を

賛
美
す
る
記
述
が
多
く
な
る
傾
向
が
現
れ
た
。
ま
た
こ
の
時
期
に
、
日
本
の
古
典

や
歴
史
小
説
、
時
代
小
説
が
増
え
始
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
谷
崎
の
古
典

回
帰
を
め
ぐ
る
表
現
に
食
も
ま
た
大
き
な
要
素
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
あ

き
ら
か
に
な
っ
た
。

　

谷
崎
は
関
西
移
住
前
と
移
住
後
で
は
、
味
に
関
し
て
全
く
違
う
評
価
を
下
し
て

い
る
。
移
住
前
は
味
が
薄
く
て
か
な
わ
な
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
移
住
後
は
東
京

の
料
理
が
変
に
甘
す
ぎ
る
と
い
っ
た
正
反
対
の
描
写
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
味
の
濃

淡
に
伴
っ
て
、
本
能
の
ま
ま
に
性
欲
や
食
欲
を
む
さ
ぼ
る
と
い
っ
た
描
写
が
見
ら

れ
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
味
の
濃
淡
と
欲
望
の
抑
揚
と
は
関
係
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
察
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
谷
崎
の
作
品
を
食
と
い
う
観
点
か
ら
読
み
直
し
た
と
き
、
谷
崎

の
食
に
対
す
る
貪
欲
さ
や
執
着
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
味
の
好
み
に
変
化
は
あ
る

も
の
の
、
一
貫
し
て
食
べ
な
い
と
い
う
描
写
は
な
い
。
そ
れ
は
、
谷
崎
が
生
き
る

上
で
仕
方
な
し
に
食
べ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
生
涯
食
べ
る
こ
と
を
追
求
し
、
作

品
を
構
成
す
る
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
谷
崎
の

作
品
を
研
究
す
る
う
え
で
、
食
と
い
う
観
点
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
る
。
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「
光
琳
模
様
」
と
は
、
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
―
一
七
一
六
）
の
名
か
ら
つ
け

ら
れ
た
文
様
名
で
、
一
般
的
に
は
、
本
阿
弥
光
悦
や
俵
屋
宗
達
を
祖
と
し
、
光
琳

が
大
成
し
た
琳
派
の
画
風
を
承
け
た
文
様
表
現
の
総
称
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
光
琳
の
梅
、
菊
、
桐
、
松
、
波
な
ど
の
花
鳥
風
月
モ
テ
ィ
ー
フ
を
、

そ
れ
ぞ
れ
「
光
琳
梅
」「
光
琳
菊
」「
光
琳
桐
」「
光
琳
松
」「
光
琳
波
」
と
い
う
よ

う
に
、
人
名
を
冠
し
た
文
様
名
と
し
て
呼
称
し
た
も
の
を
指
す
。
文
様
の
特
徴
と

し
て
、
対
象
の
細
部
描
写
を
簡
略
化
し
た
、
抽
象
的
な
造
形
意
匠
で
あ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　

光
琳
模
様
は
、
江
戸
時
代
中
期
頃
に
刊
行
さ
れ
た
小
袖
模
様
雛
形
本
（
以
下
、

小
袖
雛
形
本
と
呼
称
）
の
な
か
に
登
場
し
、
お
も
に
版
本
に
よ
っ
て
流
布
し
た
。

光
琳
模
様
流
行
の
波
は
、
正
徳
年
間
（
一
七
一
一
―
一
七
一
六
）
か
ら
享
保
年
間

（
一
七
一
六
―
一
七
三
六
）
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
小
袖
雛
形
本
に
登
場
す
る
意

匠
や
、
伝
存
す
る
小
袖
な
ど
の
染
織
品
、
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
女
性
の
衣
装
を
通

し
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
光
琳
模
様
の
流
行
は
他
分
野
に
も
広
が
り
、
後
に
刊

行
さ
れ
た
版
本
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
い
。

　

版
本
の
流
布
に
よ
っ
て
流
行
し
た
光
琳
模
様
に
は
、「
光
琳
」
の
名
を
冠
し
て

い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
尾
形
光
琳
自
身
が
考
案
し
た
意
匠
で
は
な
い
と
い
う
問

題
点
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
在
世
中
か
ら
絵
師
と
し
て
活
躍
し
、
高

級
呉
服
商
で
あ
る
雁
金
屋
の
息
子
と
し
て
京
都
の
町
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
存
在

で
あ
っ
た
光
琳
の
人
気
に
あ
や
か
り
た
い
呉
服
屋
と
書
肆
が
、
光
琳
の
イ
メ
ー
ジ

を
利
用
し
て
い
く
な
か
で
、
梅
、
菊
、
桐
、
松
、
波
と
い
っ
た
定
番
の
意
匠
に
、

そ
れ
ぞ
れ
光
琳
と
い
う
文
様
名
を
付
与
し
、
版
本
に
収
載
す
る
意
匠
と
し
て
繰
り

返
し
用
い
る
う
ち
に
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

正
徳
年
間
か
ら
享
保
年
間
に
か
け
て
流
行
し
た
光
琳
模
様
に
つ
い
て
は
、
小
袖

雛
形
本
に
収
載
さ
れ
て
い
る
意
匠
と
、
伝
存
す
る
小
袖
の
意
匠
と
を
対
応
さ
せ
た

も
の
や
、
版
本
に
登
場
す
る
光
琳
模
様
と
、
工
芸
品
や
絵
画
の
密
接
な
関
わ
り
を

提
示
し
た
研
究
は
従
来
か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、
小
袖
雛
形
本
に
登
場
す
る
光
琳
模

様
の
他
分
野
へ
の
展
開
は
、
か
ね
て
よ
り
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
光
琳
模
様
と
い
う
文
様
自
身
が
持
つ
意
匠
構
成
や
造
形
上
の
特

徴
、
ど
の
よ
う
な
意
匠
の
様
態
を
指
し
て
光
琳
模
様
と
呼
ぶ
の
か
と
い
っ
た
概
念

小川：雛形本にみる「光琳模様」

　
　
　
　
雛
形
本
に
み
る
「
光
琳
模
様
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
文
様
名
と
意
匠
の
関
係
に
つ
い
て
―

　 

　

 

小＊

　
　

川　
　

陽　
　

子　
　
　
　

平成30年度 ＊文学研究科文化財史料学専攻
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規
定
を
め
ぐ
る
研
究
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
研
究
と
比
べ
る
と
少
な
い
。
丸
山
伸

彦
『
文
様
の
流
行
と
ス
タ
ー
絵
師　

江
戸
モ
ー
ド
の
誕
生
』（
角
川
学
芸
出
版
、

二
〇
〇
八
年
）
や
、
小
山
弓
弦
葉
『
日
本
の
美
術　

五
二
四
号　

光
琳
模
様
』（
至

文
堂
、
二
〇
〇
九
年
）
の
よ
う
に
、
光
琳
模
様
に
言
及
し
た
研
究
は
あ
る
も
の
の
、

光
琳
模
様
自
体
が
後
世
ま
で
様
々
な
分
野
に
派
生
的
に
展
開
し
た
こ
と
も
あ
り
、

光
琳
自
身
が
関
与
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
光
琳
模
様
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
創

出
さ
れ
た
の
か
と
い
う
文
様
史
的
観
点
で
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
未
だ
明
快
な
答

え
が
用
意
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
踏
ま
え
て
、
修
士
論
文
で
は
、
光
琳
模
様
が
創
出
さ
れ
た

契
機
や
造
形
的
特
徴
の
源
流
を
辿
れ
な
い
か
と
考
え
、
小
袖
雛
形
本
収
載
の
意
匠

を
中
心
に
、
光
琳
模
様
の
意
匠
が
み
ら
れ
る
作
品
を
確
認
し
、
先
行
研
究
の
蓄
積

を
参
照
し
な
が
ら
、
光
琳
作
品
の
造
形
的
特
徴
や
表
現
か
ら
、
光
琳
模
様
創
出
の

契
機
を
共
通
点
や
類
似
点
の
な
か
か
ら
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
中
期
頃
に
刊
行
さ
れ
た
小
袖
雛
形
本
に
収
載
す
る
光
琳

模
様
を
基
準
例
と
し
、
伝
存
す
る
小
袖
の
意
匠
な
ど
染
織
品
に
み
ら
れ
る
光
琳
模

様
と
、
尾
形
光
琳
の
弟
で
あ
る
尾
形
乾
山
（
一
六
八
八
―
一
七
〇
四
）
が
焼
き
、

光
琳
が
絵
付
を
し
た
作
品
も
あ
る
乾
山
焼
に
み
ら
れ
る
意
匠
、
さ
ら
に
当
時
刊
行

さ
れ
た
浮
世
草
紙
の
内
容
か
ら
、
光
琳
模
様
の
記
述
が
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

の
か
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
文
章
の
内
容
か
ら
、
人
々
の
あ
い
だ
で
光
琳
模
様
と

い
う
も
の
が
ど
う
い
っ
た
意
匠
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
文
様
名
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

る
の
か
な
ど
、
文
様
名
と
意
匠
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

様
々
な
形
態
の
も
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
光
琳
模
様
を
、
主
題
別
モ
テ
ィ
ー
フ

に
分
類
し
、
各
モ
テ
ィ
ー
フ
の
造
形
的
特
徴
を
挙
げ
て
い
く
な
か
で
、
表
現
や
描

か
れ
方
に
光
琳
模
様
の
創
出
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
か
を
意
識

し
な
が
ら
、
比
較
検
討
を
行
っ
た
。

　

結
論
と
し
て
、
光
琳
自
身
と
光
琳
模
様
と
の
関
係
を
裏
付
け
る
確
証
は
見
出
せ

な
か
っ
た
が
、
造
形
面
と
し
て
類
似
す
る
部
分
か
ら
、
小
袖
雛
形
本
に
登
場
す
る

光
琳
模
様
の
例
と
光
琳
作
品
な
ど
に
共
通
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
を
抽
出
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
文
様
の
描
か
れ
方
や
造
形
面
で
の
特
徴
を
比
較
検
討
し
、
光
琳
模
様
自
身
の

造
形
的
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
今
後
、
光
琳
模
様
の
源
流
を
辿
る
手
掛
か
り

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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真
木
大
堂
は
、
大
分
県
北
東
部
の
国
東
半
島
に
位
置
す
る
馬
城
山
伝
乗
寺
に
あ

る
大
堂
の
こ
と
を
指
す
。
本
論
は
そ
の
堂
に
安
置
さ
れ
る
、
阿
弥
陀
如
来
像
、
不

動
三
尊
像
、
大
威
徳
明
王
像
、
四
天
王
像
の
都
合
九
躯
の
仏
像
に
つ
い
て
、
そ
の

制
作
年
代
や
制
作
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

第
一
章
で
は
、
真
木
大
堂
（
馬
城
山
伝
乗
寺
）
の
創
建
背
景
を
探
る
た
め
に
、

六
郷
山
の
創
設
、
八
幡
神
の
本
地
仏
、
六
郷
山
寺
院
の
本
尊
と
そ
の
変
遷
、
国
東

半
島
近
辺
の
如
法
経
信
仰
と
埋
経
、
権
現
信
仰
な
ど
に
注
目
し
、
先
行
研
究
や
史

料
か
ら
、
六
郷
山
の
歴
史
や
宗
教
史
を
概
観
し
た
。

　

第
二
章
で
は
、
本
論
の
主
題
で
あ
る
真
木
大
堂
の
仏
像
に
つ
い
て
、
様
式
論
か

ら
制
作
年
代
を
検
証
し
た
。

　

阿
弥
陀
如
来
像
は
、
福
岡
・
観
世
音
寺
十
一
面
観
音
立
像
と
観
音
菩
薩
坐
像
、

ま
た
京
都
・
平
等
院
鳳
凰
堂
阿
弥
陀
如
来
坐
像
と
、
螺
髪
部
や
肉
髻
部
、
面
部
、

体
躯
な
ど
に
つ
い
て
比
較
を
行
っ
た
。
こ
の
考
察
に
お
い
て
、
都
→
大
宰
府
→
六

郷
山
と
い
う
像
容
の
伝
播
を
推
考
し
、
真
木
大
堂
阿
弥
陀
如
来
像
は
、
一
〇
七
〇

年
代
か
ら
十
一
世
紀
末
ま
で
の
作
で
、
中
央
仏
師
あ
る
い
は
中
央
仏
師
の
造
像
作

例
が
身
近
に
あ
っ
た
在
地
の
仏
師
の
作
と
考
え
た
。

　

不
動
三
尊
像
は
、
ま
ず
様
式
の
上
で
三
尊
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
一
具

の
作
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
さ
ら
に
像
容
か
ら
典
拠
と
な
っ
た
図
像
を
検
討
し
、

玄
朝
様
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
に
像
容
や
彫
り
口
の
深
浅

な
ど
の
比
較
か
ら
、
中
尊
像
に
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
の
墨
書
銘
が
あ
る
大
阪
・

滝
谷
不
動
明
王
寺
不
動
三
尊
像
と
近
い
作
風
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し
、
本
像
の
造

立
を
一
〇
七
〇
年
代
後
半
か
ら
一
〇
八
〇
年
代
末
の
作
と
し
た
。

　

大
威
徳
明
王
像
は
、
像
容
や
衣
文
、
彫
り
口
な
ど
に
、
十
一
世
紀
末
か
ら
十
二

世
紀
に
比
定
さ
れ
る
京
都
・
大
覚
寺
霊
宝
館
像
や
、
十
二
世
紀
に
比
定
さ
れ
る
高

知
・
竹
林
寺
像
や
滋
賀
・
石
馬
寺
像
に
共
通
点
が
多
く
み
ら
れ
る
。
一
方
、
真
木

大
堂
像
に
は
こ
れ
ら
の
像
に
共
通
の
厳
し
い
忿
怒
相
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
一
〇

八
〇
年
代
か
ら
十
二
世
紀
初
頭
の
作
と
し
た
。

　

四
天
王
像
は
、
法
量
や
様
式
の
同
一
性
か
ら
検
証
を
行
っ
た
結
果
、
四
躯
と
も

ほ
ぼ
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
一
具
の
も
の
と
確
認
し
た
。
一
躯
の
両
手
が
体
前
に

あ
る
こ
と
や
、
四
躯
の
う
ち
三
躯
が
兜
を
か
ぶ
っ
て
い
る
な
ど
の
特
徴
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
真
木
大
堂
諸
像
の
造
像
に
関
す
る
一
考
察
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図
像
や
他
作
例
の
像
容
な
ど
と
比
較
し
つ
つ
、
制
作
年
代
の
推
定
を
行
っ
た
。
類

似
の
作
例
に
銘
記
を
も
た
な
い
も
の
が
多
く
、
こ
の
点
で
年
代
の
推
定
は
困
難
で

あ
っ
た
が
、
像
容
は
康
平
七
年
（
一
〇
六
四
）
に
比
定
さ
れ
る
京
都
・
広
隆
寺
十

二
神
将
像
と
共
通
点
が
多
く
、
ま
た
作
風
は
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
の
銘
の
あ

る
奈
良
・
法
隆
寺
金
堂
毘
沙
門
天
像
と
大
き
な
年
代
的
な
差
異
は
な
い
と
考
え
、

一
〇
七
〇
年
代
後
半
か
ら
十
一
世
紀
末
に
か
け
て
、
地
方
仏
師
の
作
と
し
た
。

　

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
九
躯
の
像
は
、
作
風
か
ら
見
て
、
阿
弥
陀
如
来

像
を
筆
頭
と
し
て
ほ
ぼ
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
都
か
ら
遠
く

離
れ
た
六
郷
山
で
、
こ
れ
だ
け
の
規
模
の
仏
像
を
ほ
ぼ
同
時
に
制
作
し
た
こ
と
を

念
頭
に
入
れ
る
と
、
か
な
り
の
権
力
と
と
も
に
財
力
を
持
ち
合
わ
せ
た
者
の
造
像

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
章
で
は
、
宇
佐
八
幡
宮
と
真
木
大
堂
が
所
在
す
る
田
染
荘
の
関
係
、
宇
佐

八
幡
宮
と
真
木
大
堂
の
関
係
に
つ
い
て
考
究
し
、
寺
院
と
し
て
の
真
木
大
堂
の
創

建
時
期
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
第
一
節
で
は
、
宇
佐
八
幡
宮
及
び
神
宮
寺
で

あ
る
弥
勒
寺
と
、
田
染
荘
と
の
歴
史
的
・
経
済
的
関
係
に
つ
い
て
記
し
た
。
第
二

節
で
は
、
宇
佐
八
幡
宮
と
真
木
大
堂
の
関
係
に
つ
い
て
、
馬
城
山
伝
乗
寺
と
い
う

寺
名
の
由
来
や
、
田
染
荘
に
あ
る
宗
像
三
女
神
を
祀
る
社
を
含
む
周
辺
の
宗
教
的

環
境
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
さ
ら
に
、
宇
佐
八
幡
宮
が
都
の
有
力
者
を
介
し
て
、

田
染
荘
を
は
じ
め
と
す
る
荘
園
経
営
に
関
与
し
、
寺
院
等
の
建
立
を
行
っ
た
か
に

つ
い
て
、
先
行
研
究
を
も
と
に
考
察
し
た
。
第
三
節
で
は
、
史
料
と
先
行
研
究
を

踏
ま
え
、
真
木
大
堂
の
寺
院
名
称
で
あ
る
「
馬
城
山
伝
乗
寺
」
と
、
安
貞
二
年
（
一

二
二
八
）
の
時
点
に
、
現
存
仏
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
「
喜
久
山
」
の

関
係
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
れ
ら
の
創
建
年
代
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

第
四
章
で
は
、
先
行
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
造
像
目
的
等
の
検
討
・
検
証

を
行
っ
た
。
各
仏
像
の
大
き
さ
か
ら
、
尊
格
別
の
法
要
が
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は

組
み
合
わ
せ
も
し
く
は
す
べ
て
の
仏
像
を
対
象
と
し
た
法
要
を
行
っ
て
い
た
の
か

の
可
能
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
史
料
や
経
軌
な
ど
を
踏
ま
え
て
検
討
を
行
っ
た
が
、

ど
れ
も
説
得
力
の
あ
る
見
解
を
得
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
造
像
目
的
に
つ

い
て
も
、
国
家
安
泰
を
祈
る
中
核
的
寺
院
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
も
の
か
、
あ

る
い
は
た
ん
に
六
郷
山
天
台
化
の
中
心
寺
院
の
一
角
と
し
て
の
性
格
を
有
し
た
の

か
、
一
族
な
ど
の
安
泰
を
願
う
氏
寺
的
・
祈
願
寺
的
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
か
、

さ
ら
に
宇
佐
八
幡
宮
の
本
地
仏
と
し
て
の
阿
弥
陀
如
来
を
六
郷
山
に
有
意
に
広
め

て
支
配
の
顕
在
化
を
図
る
た
め
か
な
ど
、
先
行
研
究
を
あ
げ
つ
つ
検
討
を
行
っ
た

が
、
こ
ち
ら
も
一
つ
の
考
え
に
至
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
九
躯
の

仏
像
が
馬
城
山
伝
乗
寺
配
下
の
別
の
末
寺
や
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
あ

げ
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
留
意
す
べ
き
と
考
え
た
。
そ
し
て
本
論
に
お
け
る
様

式
論
か
ら
示
し
た
制
作
年
代
と
の
近
似
や
、
仏
像
の
規
模
、
作
風
も
含
め
て
、
こ

れ
ら
の
像
が
何
ら
か
の
一
定
の
目
的
に
従
い
、
ほ
ぼ
同
時
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
、

当
初
か
ら
一
つ
の
仏
堂
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
で
は
、
仏
像
の
様
式
を
は
じ
め
、
そ
の
制
作
背
景
を
、

史
料
等
、
幅
広
い
情
報
を
検
証
し
な
が
ら
、
馬
城
山
伝
乗
寺
や
喜
久
山
、
六
郷
山
、

宇
佐
八
幡
宮
と
弥
勒
寺
な
ど
の
歴
史
に
つ
い
て
考
察
し
、
真
木
大
堂
の
九
躯
の
仏

像
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
馬
城
山
伝
乗
寺
や
喜
久
山
の
創
建
時

期
、
そ
れ
に
伴
う
造
像
の
背
景
な
ど
不
明
な
点
は
多
く
残
っ
た
が
、
今
後
の
考
察
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を
行
う
た
め
の
基
礎
的
成
果
は
得
ら
れ
た
と
思
う
。
今
後
も
、
六
郷
山
の
他
寺
院

の
史
料
や
宇
佐
八
幡
宮
関
連
の
史
料
な
ど
の
収
集
・
検
討
を
重
ね
て
、
不
明
な
部

分
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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近
年
、
七
宝
を
は
じ
め
と
す
る
明
治
時
代
に
制
作
さ
れ
た
工
芸
品
が
、「
超
絶

技
巧
」
と
称
賛
さ
れ
、
国
内
外
を
問
わ
ず
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
、
国
策

で
あ
っ
た
殖
産
興
業
・
輸
出
振
興
の
一
環
と
し
て
国
の
威
信
を
か
け
、
制
作
が
奨

励
さ
れ
た
工
芸
品
は
少
な
く
な
く
、
そ
れ
ら
は
国
内
外
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の

一
つ
で
あ
る
七
宝
産
業
は
、
と
く
に
並
河
靖
之
と
濤
川
惣
助
が
そ
の
牽
引
の
中
核

的
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
が
制
作
に
携
わ
っ
た
作
品
で
年
代
が
判
明
す
る

基
準
作
例
は
少
な
く
、
輸
出
さ
れ
た
作
品
の
多
く
は
海
外
に
所
在
し
、
い
ま
だ
そ

の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
近
年
、
注
目
が

高
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
作
品
の
買
戻
し
や
、
数
多
く
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
未

発
見
の
作
品
や
図
案
も
徐
々
に
紹
介
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

本
論
で
は
、
第
一
章
に
お
い
て
ま
ず
明
治
七
宝
前
史
と
し
て
並
河
靖
之
や
濤
川

惣
助
が
活
躍
す
る
ま
で
の
我
が
国
の
七
宝
史
に
つ
い
て
述
べ
た
。
室
町
時
代
以
降

か
ら
使
用
さ
れ
る
と
い
う
「
七
宝
」
と
い
う
語
の
変
遷
や
、
経
典
に
お
い
て
七
つ

の
宝
を
意
味
す
る
「
七
宝
」
に
つ
い
て
も
触
れ
つ
つ
、
七
宝
と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー

ジ
を
捉
え
た
。

　

次
に
近
代
以
前
に
お
け
る
我
が
国
七
宝
工
芸
史
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
近
世
以

前
の
七
宝
史
を
辿
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
現
在
わ
が
国
最
古
の
七
宝
遺
品
と
さ
れ

る
飛
鳥
時
代
の
奈
良
県
明
日
香
村
牽
午
子
塚
古
墳
出
土
「
亀
甲
型
七
宝
金
具
」
や

奈
良
時
代
の
正
倉
院
南
倉
伝
存
「
黄
金
瑠
璃
鈿
背
十
二
稜
鏡
」
を
は
じ
め
、
次
第

に
広
が
り
を
見
せ
る
江
戸
時
代
の
平
田
七
宝
や
嘉
長
ま
で
の
現
存
作
品
、
さ
ら
に

そ
の
制
作
を
担
っ
た
七
宝
職
人
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
重
視
し
た
の
は
、
当
時
活

発
な
生
産
を
行
っ
て
い
た
七
宝
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
尾
張
七
宝
の
担
い
手
で

近
代
七
宝
の
祖
と
言
わ
れ
て
い
る
梶
常
吉
で
あ
り
、
さ
ら
に
遠
島
村
（
現
在
の
愛

知
県
名
古
屋
市
七
宝
町
）
で
活
躍
し
て
い
た
林
庄
五
郎
・
塚
本
貝
助
・
林
小
傳
治

（
初
代
）
な
ど
の
生
涯
や
業
績
・
功
績
な
ど
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

　

こ
れ
ら
尾
張
七
宝
史
を
踏
ま
え
て
、
次
代
を
開
い
た
一
人
濤
川
惣
助
の
生
涯
に

つ
い
て
、
彼
が
開
発
し
た
「
無
線
七
宝
」
の
技
法
と
作
品
に
つ
い
て
述
べ
た
。
惣

助
は
本
論
で
取
り
上
げ
る
京
都
の
並
河
靖
之
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
東
京
で
活
躍
し
た

が
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
ド
イ
ツ
の
ア
ー
レ
ン
ス
商
会
が
亀
戸
に
持
っ
て

い
た
七
宝
工
場
や
、
明
治
二
十
年
に
名
古
屋
の
大
日
本
七
宝
製
造
会
社
の
東
京
工

　
　
　
　
明
治
七
宝
の
成
立
と
展
開
―
並
河
靖
之
を
中
心
に
―
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場
を
手
に
入
れ
た
際
に
そ
こ
で
働
い
て
い
た
尾
張
の
七
宝
工
を
指
導
す
る
な
ど
、

尾
張
七
宝
と
の
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
京
七
宝
に

お
い
て
、
並
河
靖
之
と
同
時
期
に
活
躍
し
た
稲
葉
七
穂
（
錦
雲
軒
稲
葉
）、
塚
本

貝
助
の
弟
子
で
あ
り
、
靖
之
の
師
匠
と
言
わ
れ
て
い
る
桃
井
英
升
に
つ
い
て
も
述

べ
た
。

　

第
二
章
は
並
河
靖
之
の
生
涯
と
代
表
作
に
つ
い
て
論
じ
た
。
ま
ず
並
河
靖
之
の

生
涯
に
つ
い
て
、
代
表
作
も
交
え
な
が
ら
述
べ
、
さ
ら
に
靖
之
の
右
腕
と
も
い
う

べ
き
図
案
家
の
中
原
哲
泉
の
生
涯
に
つ
い
て
注
目
し
、
彼
の
図
案
の
特
徴
と
と
も

に
そ
の
作
風
と
変
遷
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

並
河
作
品
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究
と
し
て
は
、
と
く
に
従
来
提
唱
さ
れ
て
き
た

並
河
作
品
の
時
代
区
分
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
意
見
な
ど
を
紹
介
し
つ
つ
検
討

を
試
み
た
。

　

並
河
作
品
の
分
類
は
、
従
来
図
案
に
視
点
を
置
い
た
見
解
が
多
い
が
、
そ
れ
で

は
む
し
ろ
並
河
作
品
の
分
類
と
い
う
よ
り
も
、
中
原
哲
泉
に
よ
る
図
案
の
変
遷
に

視
点
を
あ
て
た
分
類
と
な
る
。
ま
た
、
靖
之
の
五
十
年
に
及
ぶ
七
宝
制
作
の
進
捗

を
区
分
す
る
こ
と
は
、
制
作
年
代
が
判
明
し
て
い
る
作
品
が
少
な
い
現
在
、
困
難

な
作
業
と
し
か
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
、
従
来
の
見
解
へ
の
課
題
点
と
し
て

提
示
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
現
状
に
お
い
て
、
並
河
作
品
の
分
類
を
考
え
る
な
ら
ば
、
編
年
的

な
分
類
を
優
先
す
る
よ
り
も
、
作
品
自
体
の
特
徴
か
ら
分
類
す
る
こ
と
を
優
先
す

べ
き
と
考
え
、
文
様
図
案
・
技
法
・
釉
薬
・
器
形
の
四
点
に
注
目
し
て
、
そ
れ
ら

各
々
の
変
遷
・
変
容
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
中
で
も
技
法
に
よ
る
分
類
を

第
一
に
、
釉
薬
を
第
二
の
視
点
と
し
て
捉
え
、
並
河
作
品
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
示

し
た
。

　

私
案
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
グ
ル
ー
プ　
　
　

中
国
ス
タ
イ
ル
を
模
倣
し
、
透
明
な
釉
薬
で
は
な
く
不

透
明
釉
を
使
用
し
た
作
品
群

　

第
二
グ
ル
ー
プ　
　
　

本
格
的
に
七
宝
を
作
り
出
し
、
釉
薬
の
充
填
と
地
色
の

釉
薬
の
安
定
に
尽
力
す
る
作
品
群

　

第
三
グ
ル
ー
プ　
　
　

地
色
の
釉
薬
の
安
定
に
成
功
し
、
植
線
の
無
い
広
い
空

間
を
美
し
く
作
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
自
身
が
開
発
し
た
黒
色
の
透
明

釉
を
地
色
（
背
景
色
）
に
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
作
品
群

　

第
四
グ
ル
ー
プ　
　
　

植
線
に
肥
痩
を
つ
け
、
絵
画
的
表
現
の
あ
る
作
品
群

　

以
上
、
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
並
河
作
品
の
分
類
案
を
提
示
し
、
そ
の
上

で
、
最
も
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
の
は
靖
之
の
一
番
の
功
績
と
い
う
べ
き
黒
色
の

透
明
釉
の
開
発
に
あ
っ
た
こ
と
を
試
考
し
た
。

　

第
二
章
に
お
い
て
作
品
の
分
類
に
取
り
組
ん
だ
が
、
並
河
作
品
は
国
策
の
一
環

と
し
て
輸
出
目
的
で
制
作
さ
れ
た
も
の
が
大
半
で
、
作
品
の
多
く
は
海
外
に
所
在

し
て
、
未
だ
に
発
見
さ
れ
て
な
い
ば
か
り
か
、
制
作
年
代
が
判
明
し
て
い
る
作
品

も
多
く
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
作
品
を
時
代
区
分
す
る
作
業
に
は
困
難
が
伴
う
。

　

明
治
時
代
の
七
宝
を
は
じ
め
と
す
る
工
芸
作
品
は
、
近
年
注
目
の
度
を
高
め
て

お
り
、
今
後
、
新
た
な
情
報
の
獲
得
を
目
標
に
し
な
が
ら
こ
の
課
題
に
取
り
組
み
、

新
知
見
を
得
た
い
と
考
え
る
。

岸本：明治七宝の成立と展開―並河靖之を中心に―
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本
論
文
で
は
、
東
大
寺
寺
務
組
織
の
長
で
あ
る
東
大
寺
別
当
の
成
立
期
に
つ
い

て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

東
大
寺
別
当
成
立
期
の
主
な
研
究
は
、
永
村
眞
氏（

１
）と
佐
藤
全
敏
氏（
２
）の
も
の
が
あ

り
、
永
村
氏
が
別
当
の
成
立
背
景
を
桓
武
天
皇
の
仏
教
統
制
政
策
に
対
抗
す
る
た

め
に
東
大
寺
側
が
新
た
な
指
導
者
と
し
て
創
設
し
た
独
自
の
寺
職
で
あ
る
と
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
佐
藤
氏
は
桓
武
天
皇
が
東
大
寺
を
直
接
統
括
す
る
た
め
に
創

設
し
た
天
皇
直
属
の
僧
職
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
の
成
立
背
景
の
相
違
に
よ
っ

て
、
別
当
の
機
能
や
画
期
と
す
る
部
分
も
異
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
東
大
寺
別
当
の
成
立
期
に
つ
い
て
全
面
的
に
再
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
別
当
と
東
大
寺
内
組
織
と
の
関
係
や
太
政
官
や
僧
綱
と
い
っ
た
寺

外
の
上
位
組
織
と
の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
検
討
を
行
っ
た
。

　

第
一
章
で
は
、
東
大
寺
に
は
三
綱
と
造
東
大
寺
所
の
両
組
織
が
二
つ
の
独
立
し

た
寺
務
組
織
が
あ
っ
た
と
考
え
、
こ
れ
に
起
因
す
る
寺
務
の
煩
雑
化
が
発
生
し
た

と
推
測
し
た
。
別
当
は
、
こ
の
よ
う
な
寺
務
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
両
組
織
に
属

さ
な
い
新
た
な
寺
務
組
織
の
長
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。

　

ま
た
、
東
大
寺
に
送
ら
れ
た
太
政
官
牒
や
僧
綱
牒
の
主
に
宛
所
に
注
目
し
検
討

行
っ
た
結
果
、
別
当
が
寺
務
組
織
の
長
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
太
政
官
や
僧
綱

と
い
っ
た
上
位
組
織
か
ら
も
当
初
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
別
当
と
い
う
の
は
公
的
に
認
め
ら
れ
た
職
で
あ
り
、

そ
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
太
政
官
牒
か
僧
綱
牒
に
よ
る
別
当
の
補
任
で
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、
東
大
寺
別
当
が
関
わ
っ
た
寺
務
に
つ
い
て
検
討
し
、
佐
藤
氏
が

述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
天
皇
直
属
の
僧
職
な
ど
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

つ
づ
い
て
、
別
当
が
関
わ
っ
た
寺
務
か
ら
は
寺
領
に
関
わ
る
寺
務
に
は
必
ず
関
与

し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
も
の
と
比
較
し
た
時
に
共

通
し
た
も
の
は
な
く
、
加
え
て
、
別
当
が
単
独
で
関
わ
る
よ
う
な
寺
務
と
い
う
も

の
は
な
い
こ
と
か
ら
、
別
当
の
機
能
と
い
う
の
は
単
純
に
寺
務
組
織
の
長
と
し
て

寺
務
に
関
わ
り
、
そ
の
責
任
を
負
う
と
い
う
も
の
で
し
か
な
い
と
考
え
た
。

　

ま
た
、
太
政
官
に
よ
っ
て
承
和
年
間
に
寺
務
組
織
改
革
が
行
わ
れ
、
そ
の
一
環

と
し
て
承
和
五
年
（
八
三
八
年
）
か
ら
俗
別
当
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
俗
別
当
は

　
　
　
　
平
安
前
期
に
お
け
る
東
大
寺
寺
院
組
織
の
一
研
究
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太
政
官
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官
人
で
あ
り
、
別
当
、
三
綱
、
造
寺
所
の
知
事
な
ど
と

共
に
東
大
寺
の
寺
務
に
関
与
し
、
そ
れ
ら
を
統
括
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
太
政
官
が
僧
綱
を
介
し
て
寺
院
の
統
制
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
従
前

の
体
制
か
ら
、
俗
別
当
を
介
し
た
も
の
に
制
度
が
変
わ
っ
た
も
の
と
評
価
で
き
、

東
大
寺
に
対
し
て
よ
り
直
接
的
な
統
制
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
章
で
は
、
東
大
寺
別
当
と
三
綱
に
対
し
て
解
由
制
度
が
適
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
貞
観
十
二
年
制
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
別
当
の

補
任
牒
や
解
由
の
運
用
に
つ
い
て
規
定
し
た
太
政
官
符
な
ど
か
ら
、
別
当
へ
の
解

由
制
度
適
用
が
貞
観
十
二
年
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ

し
て
、
解
由
制
度
の
適
用
時
期
に
つ
い
て
は
、
解
由
制
度
が
太
政
官
に
よ
る
東
大

寺
の
資
財
の
把
握
を
意
図
し
て
い
た
面
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

把
握
方
法
が
変
わ
っ
た
時
期
で
あ
る
と
考
え
、
俗
別
当
の
寺
務
へ
の
関
与
に
変
化

が
み
ら
れ
る
、
仁
寿
二
年
（
八
五
二
年
）
か
ら
貞
観
八
年
（
八
六
六
年
）
の
間
で

あ
る
と
考
え
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
貞
観
十
二
年
制

の
制
文
が
別
当
へ
与
え
た
影
響
と
い
う
の
は
、
特
に
東
大
寺
に
お
い
て
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
貞
観
十
二
年
制
が
東
大
寺
へ
与
え
た
影
響
と
い
う
の
は
、
従
前
の
別
当
へ

の
解
由
制
度
適
用
の
み
で
は
東
大
寺
の
資
財
の
把
握
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
の
貞
観
十
二
年
制
に
よ
っ
て
三
綱
に
も
解
由
制
度
を
適
用
し
、
太
政
官
に
よ
る

資
財
把
握
の
強
化
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

た
だ
、
別
当
へ
の
影
響
は
間
接
的
に
は
あ
り
、
貞
観
十
二
年
制
以
前
で
は
一
人

の
僧
が
長
期
間
に
渡
っ
て
務
め
て
い
た
別
当
で
あ
る
が
、
こ
の
制
以
後
で
は
任
期

で
あ
る
四
年
ご
と
に
代
わ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
変
化
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

太
政
官
に
よ
る
東
大
寺
寺
務
組
織
へ
の
解
由
制
度
適
用
の
強
化
に
よ
っ
て
別
当
の

重
任
が
問
題
視
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
太
政
官
に
よ
る
寺
務
組
織
へ
の

統
制
と
い
う
面
か
ら
み
る
と
、
承
和
年
間
に
俗
別
当
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切

り
に
、
別
当
へ
の
解
由
制
度
の
適
用
な
ど
を
経
て
、
貞
観
十
二
年
制
に
よ
っ
て
よ

り
強
化
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
制
度
変
更
が
別
当
へ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
た
か
は
史
料
か
ら
確
認
出
来
な
か
っ
た
が
、
ま
っ
た
く
影
響
が
な
か
っ
た
も

の
と
は
考
え
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
検
討
を
通
し
て
、
東
大
寺
別
当
の
機
能
は
寺
務
組
織
の
長
と
し
て
寺
務

の
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
成
立
後
の
最
大
の
画
期
は
、
仁
寿
二

年
か
ら
貞
観
七
年
ま
で
の
間
に
解
由
制
度
の
適
用
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

註（
１
） 

永
村
眞
「
東
大
寺
別
当
・
政
所
の
成
立
」（
同
『
中
世
東
大
寺
の
組
織
と
経
営
』
塙

書
房　

一
九
八
九
年　

初
出
一
九
八
四
年
）。

（
２
） 

佐
藤
全
敏
「
東
大
寺
別
当
の
成
立
」（
同
『
平
安
時
代
の
天
皇
と
官
僚
制
』
東
京
大

学
出
版　

二
〇
〇
八
年　

初
出
二
〇
〇
三
年
）。

久住：平安前期における東大寺寺院組織の一研究
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は
じ
め
に

　

軍
役
、
陣
立
書
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
高
木
昭
作
氏
や
三
鬼
清
一
郎
氏
な

ど
が
、
近
世
の
軍
役
や
陣
立
書
は
実
際
の
戦
争
を
想
定
せ
ず
に
行
列
を
飾
り
た
て

る
も
の
で
、
軍
役
動
員
は
将
軍
の
上
洛
・
日
光
社
参
や
改
易
大
名
の
居
城
受
け
取

り
な
ど
戦
争
を
目
的
と
し
な
い
も
の
と
な
り
、
行
列
や
部
隊
の
外
見
を
華
や
か
に

見
せ
る
だ
け
の
も
の
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

井
伊
家
に
お
い
て
も
元
和
元
年
に
軍
役
の
定
め
（
以
下
「
元
和
元
年
の
軍
法
等

留
書
」）
が
制
定
さ
れ
、
先
行
研
究
で
は
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
ご
ろ
に
、「
六

陣
五
軍
」
の
軍
団
編
成
が
成
立
し
、
そ
の
後
も
改
変
さ
れ
て
い
く
が
、
そ
れ
は
平

時
の
役
儀
に
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
井
伊
家
で
は
、

元
和
九
年
（
一
六
二
三
）
に
井
伊
直
孝
が
、
越
前
国
北
庄
出
陣
の
際
に
軍
団
編
成

を
定
め
た
と
さ
れ
る
史
料
（
以
下
「
元
和
九
年
の
陣
立
書
」）
が
残
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
論
文
で
は
、
近
世
初
期
の
大
名
の
軍
制
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
方
法
と
し

て
、
こ
の
元
和
九
年
の
陣
立
書
を
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
一
章

　

こ
の
章
は
、
元
和
九
年
の
陣
立
書
の
作
成
目
的
で
あ
る
越
前
国
北
庄
出
陣
と
は

何
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
れ
は
元
和
六
年
、
同
七
年
、
同
八
年

と
越
前
国
の
藩
主
松
平
忠
直
が
参
勤
途
上
で
帰
城
す
る
と
い
う
事
件
が
続
き
、
こ

の
「
越
前
之
儀
」
に
対
し
て
、
細
川
家
、
佐
竹
家
な
ど
の
各
大
名
が
松
平
忠
直
の

動
向
に
つ
い
て
注
視
し
、
ま
た
「
内
々
に
て
」、「
事
々
し
く
な
く
」
等
、
隠
密
に

戦
争
準
備
を
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
越
前
之
儀
」
は
大
坂
の
陣
後
初
め
て
の
大
が
か
り
な

戦
争
に
発
展
す
る
可
能
性
の
あ
っ
た
事
件
で
、
当
時
の
大
名
た
ち
は
そ
の
準
備
と
、

江
戸
に
お
け
る
情
報
収
集
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
状
況
が
あ
っ
た
。
井
伊

家
も
元
和
九
年
の
陣
立
書
を
作
成
し
て
、
戦
争
に
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
松
平
忠
直
は
幕
府
の
指
示
通
り
嫡
男
光
長
に
国
を
譲
り
、
配
流
を
受

け
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
戦
争
は
回
避
さ
れ
た
。

　
　
　
　
近
世
初
期
に
お
け
る
大
名
の
軍
制
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
「
越
前
之
儀
」
に
お
け
る
井
伊
家
の
陣
立
書
の
分
析
を
中
心
に
―

　 

　

 

髙＊
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第
二
章

　

元
和
九
年
の
陣
立
書
の
作
成
年
代
を
、『
侍
中
由
緒
帳
』
も
と
に
調
査
し
て
、

元
和
九
年
ご
ろ
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
と
と
も
に
、
元
和

元
年
の
軍
法
等
留
書
の
軍
役
を
も
と
に
、
同
陣
立
書
の
分
析
と
検
証
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
同
陣
立
書
の
部
隊
編
成
は
「
四
陣
三
軍
」
の
軍
団
編
成
で
あ
り
、
井

伊
家
の
戦
う
た
め
の
軍
団
編
成
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
元
和
元
年
の
軍
法
等
留
書
の
千
石
の
役
騎
馬
の
実
態
を
同
陣
立
書
で
分

析
し
た
と
こ
ろ
、
同
軍
法
等
留
書
の
「
役
積
」
に
あ
る
「
二
騎
馬
上
上
下
」
と
は

本
人
を
含
ん
だ
二
騎
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
「
役
積
」
に
な
い
千
石

以
上
の
役
騎
馬
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
二
千
石
、
三
千
石
は
千
石
の
倍
数
で
、
千

五
百
石
の
よ
う
な
時
は
、
百
石
の
単
位
が
五
百
石
以
上
場
合
は
、
騎
馬
一
騎
を
余

分
に
負
担
し
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

　

つ
ぎ
に
役
騎
馬
以
外
の
千
石
以
上
の
軍
役
は
、
千
石
の
倍
数
や
千
石
と
百
石
の

そ
れ
ぞ
れ
の
軍
役
を
合
わ
せ
て
負
担
す
る
も
の
と
推
測
し
て
、
軍
役
の
実
態
を
長

野
組
で
見
た
。
ほ
ぼ
推
測
ど
お
り
の
結
果
が
出
た
の
で
、
同
様
に
他
の
組
も
検
証

を
実
施
し
て
、
同
陣
立
書
に
対
す
る
同
軍
法
等
留
書
の
「
役
積
」
の
実
態
を
解
明

し
た
。

　

特
に
鉄
炮
の
軍
役
免
除
に
つ
い
て
は
、
同
陣
立
書
に
奉
行
な
ど
の
役
付
き
に
は
、

そ
の
旨
の
記
載
が
あ
る
が
、
旗
本
組
の
旗
・
惣
旗
奉
行
、
鑓
奉
行
、「
惣
之
長
柄

同
前
」
に
は
、
そ
の
記
載
が
な
い
け
れ
ど
も
鉄
砲
が
免
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

も
判
明
し
た
。

お
わ
り
に

　

元
和
元
年
の
軍
法
等
留
書
に
は
千
石
以
下
の
「
母
衣
衆
」
は
「
軍
役
道
具
赦
免
」

と
あ
る
が
、
元
和
九
年
の
陣
立
書
で
は
鉄
炮
の
免
除
だ
け
が
奉
行
等
の
役
付
の
武

将
達
に
実
行
さ
れ
て
い
る
点
や
、
ま
た
千
石
を
超
え
る
場
合
の
役
騎
馬
は
、
百
石

の
単
位
が
五
百
石
以
上
の
場
合
は
騎
馬
一
騎
を
余
分
に
負
担
し
て
い
る
と
い
う
同

軍
法
等
留
書
に
は
な
い
軍
役
が
判
明
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
同
軍
法
等
留
書
以
外
に
、
軍
役
の
指
示
・
命
令
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
証
拠
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
は
、
元
和
元
年
以
降
、
幕
府
や
井
伊
家
に
お
い
て
は
千
石
以
下
の
軍
役
を
、

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
と
い
う
流
れ
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
も
幕
府
な
ど
は
千
石

以
上
の
軍
役
も
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
元
和
九
年
頃
は
そ

の
過
渡
期
で
あ
り
、
実
際
の
戦
い
を
目
前
に
し
た
場
合
は
個
別
の
対
応
を
取
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
同
軍
法
等
留
書
と
同
陣
立
書
の
軍
役
状
況
の
違
い
は
、
そ
こ
に

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
の
検
証
の
結
果
、
井
伊
家
の
同
陣
立
書
に
は
、
同
軍
法
等
留
書
の
「
役
積
」

に
あ
る
軍
役
と
「
役
積
」
に
な
い
軍
役
、
そ
し
て
同
軍
法
等
留
書
に
な
い
軍
役
の

免
除
、
つ
ま
り
鉄
炮
の
免
除
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、「
越

前
之
儀
」
と
い
う
特
定
の
戦
争
目
的
に
対
す
る
軍
役
基
準
が
、
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
今
回
は
他
家
の
陣
立
書
と
の
比
較
検
討
な
ど
は
未
了
な
の
で
、
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

髙原：近世初期における大名の軍制について
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要
旨
］

　

石
清
水
八
幡
宮
と
は
、
か
つ
て
石
清
水
八
幡
宮
寺
と
称
し
、「
八
幡
大
神
」
ま

た
は
「
八
幡
大
菩
薩
」
を
祀
っ
て
お
り
、
国
家
鎮
護
を
祈
り
、
天
皇
、
都
、
国
家

を
守
護
す
る
立
場
を
担
っ
た
宮
寺
で
あ
る
。

　

石
清
水
八
幡
宮
に
お
け
る
研
究
は
祭
祀
儀
礼
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
な
さ
れ
て

い
る
が
、
中
で
も
石
清
水
八
幡
宮
の
組
織
は
複
雑
で
あ
り
、
多
く
の
研
究
の
中
で

触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
課
題
も
残
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
の
研
究
は
中
世
か
ら

戦
国
期
に
か
け
て
の
期
間
が
中
心
で
あ
る
た
め
近
世
以
降
に
な
る
と
そ
の
時
代
の

研
究
は
十
分
と
は
言
い
難
い
。

　

本
稿
で
は
検
校
や
別
当
と
い
っ
た
祠
官
と
呼
ば
れ
る
宮
寺
内
で
宮
寺
を
経
営
す

る
中
心
の
役
職
の
内
の
一
つ
で
あ
る
社
務
職
を
取
り
上
げ
、
考
察
す
る
題
材
と
し

て
慶
長
年
間
に
お
け
る
石
清
水
八
幡
宮
社
務
職
争
論
を
中
心
に
分
析
及
び
検
討
し
、

室
町
時
代
以
降
、
近
世
初
頭
に
お
け
る
石
清
水
八
幡
宮
と
任
命
権
を
持
つ
武
家
政

権
と
の
関
わ
り
及
び
社
務
職
の
任
命
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
解
明
し
て
い
き
た

い
。

　

本
稿
で
は
社
務
職
争
論
を
社
務
職
の
補
任
す
る
に
あ
た
っ
て
お
こ
っ
た
訴
訟
の

こ
と
を
指
し
て
お
り
、
永
禄
十
年
に
お
け
る
社
務
職
の
訴
訟
の
事
例
に
お
い
て
田

中
長
清
の
訴
え
の
中
で
将
軍
宣
下
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
社
務
職
を
仰

せ
付
け
る
こ
と
に
対
し
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
代
で
は
武
家
の

棟
梁
で
あ
り
、
武
士
で
政
権
を
握
る
最
高
権
力
者
と
し
て
の
地
位
を
持
つ
征
夷
大

将
軍
に
よ
っ
て
社
務
職
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
点
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

そ
の
一
方
で
天
正
期
で
は
豊
臣
秀
吉
が
武
家
の
棟
梁
と
な
っ
た
際
に
社
務
職
が

仰
せ
付
け
ら
れ
、
豊
臣
秀
次
が
秀
吉
の
跡
を
継
い
で
関
白
に
な
っ
た
天
正
十
九
年

の
翌
年
、
天
正
二
十
年
に
は
田
中
秀
清
及
び
新
善
法
寺
重
清
に
よ
っ
て
社
務
職
所

望
の
書
状
が
伝
奏
に
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改
補
は
な
か
っ
た
も
の
の
豊
臣

秀
吉
か
ら
秀
次
の
際
は
代
替
わ
り
の
節
目
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
、

天
正
十
六
年
に
足
利
義
昭
が
将
軍
職
を
辞
し
た
際
は
代
替
わ
り
の
節
目
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
第
一
節
で
述
べ
た
征
夷
大
将
軍
で
あ
る
か

ど
う
か
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
察
に
疑
問
が
残
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
永
禄
期
に
お
け
る
社
務
職
を
仰
せ
付
け
る
人
物
と
天
正
期
に
お

　
　
　
　
近
世
初
頭
石
清
水
八
幡
宮
の
社
務
職
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
慶
長
年
中
社
務
職
争
論
を
中
心
に
―
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け
る
社
務
職
を
仰
せ
付
け
る
人
物
の
認
識
に
お
い
て
祠
官
家
の
人
々
の
中
で
変
化

が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
事
実
上
武
家
の
棟
梁
で
あ
り
政
権
を
握
っ

て
い
る
人
物
で
あ
れ
ば
社
務
職
を
仰
せ
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

社
務
職
と
い
う
役
職
を
仰
せ
付
け
た
上
で
そ
れ
を
保
証
で
き
る
力
を
持
っ
て
い
る

「
武
家
」
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
石
清
水
八
幡
宮
の
祠
官
家
の
人
々
に
と
っ
て
こ

だ
わ
っ
て
い
た
部
分
だ
と
考
察
し
た
。

　

そ
し
て
慶
長
期
に
お
け
る
社
務
職
争
論
で
は
、
社
務
の
廻
職
な
ど
を
理
由
に
社

務
職
の
代
替
わ
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
主
張
の
田
中
秀
清
と
、
豊
臣
秀
吉

に
よ
っ
て
秀
頼
の
代
ま
で
社
務
職
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に

社
務
職
の
代
替
わ
り
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
主
張
の
壇
栄
清
に
よ
っ
て
争
論
が

勃
発
し
た
。

　

裁
許
の
結
果
、
社
務
職
は
交
代
し
、
田
中
秀
清
が
社
務
職
と
な
っ
た
こ
と
で
、

壇
の
主
張
は
通
ら
ず
田
中
の
主
張
が
通
り
、
社
務
職
の
改
補
は
行
わ
れ
た
。
こ
れ

以
降
の
社
務
職
は
廻
職
制
度
に
則
っ
て
社
務
職
を
改
め
て
い
く
形
と
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
と
は
い
え
慶
長
年
中
社
務
職
争
論
の
後
、
幕
府
に
よ
っ
て
社
務
職
を
仰

せ
付
け
る
旨
の
文
書
は
見
当
た
ら
ず
、
廻
職
制
度
に
則
っ
て
社
務
職
改
補
を
行
っ

て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
っ
た
く
混
乱
が
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
ず
、
後

年
に
て
再
度
廻
職
制
度
を
確
認
す
る
書
状
が
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
出
来

る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
慶
長
年
中
社
務
職
争
論
で
の
裁
許
は
、
社
務
職
を
「
武
家
」
に

よ
っ
て
仰
せ
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
祠
官
家
の
人
々
や
室
町
時
代

半
ば
か
ら
武
家
政
権
の
発
給
文
書
に
よ
っ
て
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
た
社
務
職
の
補

任
と
い
う
制
度
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
で
あ
り
、
社
務
職
が
武
家
に
よ
っ
て
仰

せ
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
制
度
が
、
武
家
の
手
か
ら
開
放
さ
れ
廻
職
制
度
に

な
っ
た
と
い
う
点
で
画
期
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

中村：近世初頭石清水八幡宮の社務職について― 慶長年中社務職争論を中心に ―
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密
教
は
、
四
世
紀
頃
の
イ
ン
ド
に
お
い
て
民
族
宗
教
の
信
仰
や
儀
礼
を
受
容
し

て
成
立
し
、
中
国
を
経
て
七
世
紀
後
半
に
は
日
本
に
伝
来
し
た
。
そ
の
特
徴
は
、

教
理
の
理
解
と
と
も
に
、
修
法
と
呼
ぶ
実
践
的
な
礼
拝
儀
礼
を
行
う
こ
と
で
諸
願

の
成
就
を
図
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
我
が
国
の
密
教
は
八
世
紀
に
隆
盛
し
た
雑
部
密

教
（
雑
密
・
古
密
教
）
と
、
九
世
紀
に
空
海
ら
入
唐
八
家
が
請
来
し
た
正
純
密
教

（
純
密
）
と
に
分
類
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
純
密
の
修
法
で
用
い
ら
れ
る
密
教
法

具
の
中
で
中
核
と
な
る
金
剛
杵
と
金
剛
鈴
に
つ
い
て
、
形
式
や
細
部
の
意
匠
を
論

じ
、
法
具
製
作
の
背
景
を
考
察
す
る
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
形
式
と
は
各
法
具
に

共
通
す
る
形
状
、
つ
ま
り
総
体
表
現
を
指
し
、
細
部
意
匠
と
は
そ
れ
ら
法
具
の
細

部
表
現
を
指
す
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、「
密
教
」
と
い
う
語
は
日
本
で
し
か
通
用

し
な
い
用
語
だ
が
、
本
稿
で
は
従
来
の
研
究
で
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
の
語

を
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

第
一
章
は
密
教
法
具
概
観
と
し
、
日
本
に
お
け
る
密
教
、
密
教
法
具
の
研
究
史
、

純
密
の
修
法
に
用
い
ら
れ
る
各
法
具
に
つ
い
て
、
概
略
を
述
べ
た
。
日
本
に
流
入

し
た
密
教
は
、
先
述
の
と
お
り
雑
密
と
純
密
に
分
類
さ
れ
る
が
、
七
世
紀
の
イ
ン

ド
で
『
大
日
経
』
と
『
金
剛
頂
経
』
が
相
次
い
で
成
立
し
、
思
想
と
実
践
体
系
を

整
え
た
中
期
密
教
を
受
容
し
た
も
の
が
純
密
、
そ
れ
以
前
の
初
期
密
教
を
受
容
し

た
も
の
が
雑
密
で
あ
り
、
日
本
に
は
伝
来
し
な
か
っ
た
が
イ
ン
ド
で
展
開
し
た
無

上
瑜
伽
タ
ン
ト
ラ
系
統
を
後
期
密
教
と
称
す
る
。

　

金
剛
杵
・
金
剛
鈴
は
金
剛
盤
上
に
奉
安
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
具
し
た
も
の
を
組
法

具
と
称
す
る
。
金
剛
杵
は
イ
ン
ド
の
武
器
に
起
源
を
持
ち
、
杵
形
の
把
の
両
端
に

鈷
が
付
い
て
い
る
。
密
教
で
は
金
剛
杵
が
本
来
持
つ
武
器
性
を
も
っ
て
心
中
の
煩

悩
を
打
ち
砕
き
、
人
々
が
本
来
持
つ
仏
性
を
顕
現
さ
せ
る
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

金
剛
鈴
は
鈴
身
に
金
剛
杵
形
の
柄
が
付
い
て
い
る
。
修
法
の
際
に
こ
れ
を
振
り
鳴

ら
す
こ
と
で
そ
の
梵
音
に
よ
り
仏
の
来
臨
を
促
し
、
ま
た
行
者
の
精
神
を
浄
化
す

る
な
ど
、
多
方
面
に
効
験
が
あ
る
。

　

第
二
章
で
は
和
歌
山
・
慈
尊
院
所
蔵
の
五
件
の
密
教
法
具
に
つ
い
て
形
式
的
特

徴
を
述
べ
、
類
似
す
る
遺
品
を
参
照
し
な
が
ら
考
察
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
独
鈷
杵

は
「
鬼
面
・
鬼
目
式
」
と
い
う
形
式
を
持
ち
、
三
鈷
杵
は
大
陸
か
ら
の
請
来
品
と

考
え
ら
れ
る
な
ど
、
特
異
な
形
式
を
持
つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
五
鈷
杵
に
つ
い
て
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は
埋
金
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
、
本
寺
の
沿
革
を
記
し
た
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）

の
『
弥
勒
菩
薩
略
縁
起
』
に
は
、
仏
舎
利
納
入
を
も
つ
五
鈷
杵
の
記
載
が
あ
り
、

本
杵
は
そ
れ
に
該
当
す
る
。
同
様
に
、
飯
食
器
二
口
に
つ
い
て
も
片
方
に
空
海
の

母
公
の
歯
が
入
っ
て
い
る
旨
の
記
載
が
あ
り
、
実
際
に
傾
け
る
と
音
が
す
る
。
五

鈷
鈴
は
杵
部
と
鈴
身
部
が
別
製
で
、
鈴
身
に
金
剛
界
五
仏
を
表
す
種
子
鈴
に
分
類

さ
れ
る
。

　

以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
、
慈
尊
院
の
歴
史
に
つ
い
て
概
観
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら

法
具
類
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
試
み
た
。
慈
尊
院
の
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、

平
安
時
代
及
び
十
四
世
紀
前
半
以
降
は
、
史
料
に
よ
り
あ
る
程
度
の
歴
史
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
調
査
し
た
法
具
は
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
製
作

と
考
え
ら
れ
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
史
料
の
欠
を
埋
め
る
重
要
な
遺
品
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　

第
三
章
で
は
唐
招
提
寺
に
伝
来
す
る
組
法
具
を
取
り
あ
げ
た
。
ま
ず
、
唐
招
提

寺
組
法
具
の
形
式
・
意
匠
に
つ
い
て
考
察
し
、
種
子
鈴
の
意
匠
の
特
殊
性
を
明
ら

か
に
し
た
ほ
か
、
既
に
指
摘
が
あ
っ
た
組
法
具
の
一
具
性
に
つ
い
て
も
確
か
め
た
。

次
に
、
唐
招
提
寺
組
法
具
と
類
似
す
る
形
式
・
意
匠
を
持
つ
、
西
大
寺
の
三
件
の

組
法
具
に
つ
い
て
同
様
に
考
察
し
、
意
匠
に
は
若
干
の
幅
が
あ
る
も
の
の
蓮
弁
帯

の
む
く
り
や
鬼
目
の
突
出
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の

現
存
遺
品
の
刻
銘
や
、『
西
大
寺
勅
謚
興
正
菩
薩
行
実
年
譜
』
を
参
照
し
て
製
作

年
代
を
検
討
し
、
三
件
の
組
法
具
は
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
の
真
言
堂
の
整
備

に
よ
る
も
の
と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
両
寺
の
組
法
具
の
類
似
性
に
つ
い
て
特
徴
を

整
理
し
、
唐
招
提
寺
に
お
け
る
法
具
の
整
備
事
情
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
西
大
寺

の
組
法
具
と
同
様
の
環
境
で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
結
論
づ
け
た
。

　

第
四
章
で
は
室
生
寺
に
伝
来
す
る
両
部
の
大
檀
具
中
の
、
金
剛
杵
・
金
剛
鈴
に

つ
い
て
述
べ
た
。
ま
ず
、『
大
和
古
寺
大
観
』
第
六
巻
「
室
生
寺
」
所
収
の
当
該

作
品
の
解
説
に
示
さ
れ
る
一
類
・
二
類
の
分
類
に
従
っ
て
、
二
組
の
組
法
具
の
う

ち
の
金
剛
杵
・
金
剛
鈴
に
つ
い
て
、
そ
の
細
部
意
匠
を
考
察
し
た
。
当
初
か
ら
の

一
具
で
は
な
い
と
さ
れ
る
一
類
の
三
杵
を
除
い
て
同
様
の
形
式
・
意
匠
が
見
ら
れ
、

ま
た
そ
れ
が
二
類
の
金
剛
盤
に
も
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
一
具
性
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
次
に
、
第
三
章
と
同
様
に
こ
れ
ら
の
杵
・
鈴
に
類
似
す
る
意
匠
を
持

つ
西
大
寺
の
三
件
の
組
法
具
の
特
徴
と
照
合
し
、
蓮
弁
帯
の
む
く
り
や
間
弁
付
き

四
葉
と
い
う
形
式
、
蕊
の
形
状
な
ど
が
共
通
す
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
法
具
の
製

作
年
代
に
つ
い
て
は
、
西
大
寺
組
法
具
と
の
近
親
性
や
、
本
堂
と
同
時
代
の
製
作

と
さ
れ
る
大
壇
の
形
式
か
ら
、
本
堂
が
建
立
さ
れ
た
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
）
頃

に
整
備
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
た
。

羽良：金剛杵・金剛鈴の細部意匠


